
257. 平成 8年度滋賀県下における

発掘調査の紹介(その 2) 

今回の調査地は、小字名を林ノ腰といい、付近にあ

る「林殿墳jの石碑、近隣で出土した「林jの墨書土器

等から、 f林Jの字がこの古墳の伝承において重要な役

割を拐うものと思われる。

この前方後円墳の発見により、大岩山吉墳群の首長

墓系列に大幅な見直しを余儀なくされたことになり、

この古墳をどのように位寵付けるかが、今後の課題と

調査地は、野洲町小篠原の!日中山道を北へ入った。 いえよう。

新幹線沿いの水田地帯に位置する。この周辺は、 4年

前に密画整理が計繭され、それに伴い発掘調査が実施

されてきた。今田の調査は宅地造成に先立つもので約

3，OOOmに及んだ。

調査の結果、制平をうけた前方後円墳の基底部と周

濠の一部を検出し、円簡埴輪@形象埴輪・盾形や笠形

の木製埴輪等の遺物が出土した。円筒埴輪は、 111西編

年のW期後半に相当し、時期は 5世紀後半にあたるも

のと思われる。

調査開始当初においては、南の隣接地から続く大溝

の検出が予想されたが、調査が進行するにつれ、大溝

が吉墳の周濠であることが判明した。周濠からは、埴

輪片とともに墳丘から崩落したと思われる葺石が多量

に認められた。また、底には植物遺体層が広範に堆積

しており、その中の自然木溜りから木製埴輪が出土し

た。更に、周濠の外側には、周濠に沿う形で大溝が巡

っており、鳥形埴輪@人物塙輪等が出土している。こ

の古墳の規模を周濠の推定線から計算すると、墳丘長

が約90m、全長が約120mになり、県内でも有数の大型

前方後円墳となる。

遺構平罰関
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(野洲町教育委員会福永清治)

堤遺跡は、全体的に北北西に流れた旧野洲川北流が

くの学に湾曲し、広く高水敷(中敷堤防)を形成した

笛所を含め、現堤集落を中心とした中世から近世に至

る複合遺跡である。平成 4年度の第 1次調査では、旧

野洲JII北流の一部が15世紀頃に濯概を毘的として築堤

された人工持111であったことや、大規模な地震による

液状化跡等が確認されている。第 2次調査となる今回

は、!日野洲111北流!日左岸堤防西(守山市)側にあたる。

調査の結果、!日河道や液状化跡の他、寺社に係ると

思われる方形基壇跡や墓坑等、高水敷下に埋もれた中

世期の貴重な資料が得られた。確認された遺構面は大

別して 3面であり、第 2習については 3期以上に細部

される。以下、第 2面以蜂より概略を記す。

第 2面は方形基壇が確認される。先ず、版築慕壇が

築かれる。その規模は、掘込地業の平面プランと援部

観察により、南北辺約 9m、東西辺不明、高さ約O.7m

を測る。時期的には15世紀代を考えている。これは、

おそらく洪水に見舞われ、基壇上建造物等被害を被り、

一回り大きくした石積慕壇として再築される。この際、

若積慕壌は版築基壇の一部を破壊して設けられる。そ

の規模は、南北辺約11m、東西辺不明、高さは最も良

好に遺存しているところで約1.lmを測る。石積は、角

部や基部にやや大きめの自然石を配するものの、全体

的には長径約20cm前後の自然忍を積み上げている。石

材は、湖東流紋岩と思われる。築造時期については、

15世紀末から16世紀初頭と考えている。これらの版築

及び石積碁壇周辺部の状況については、調査期間の問

題により面的な調査を行えていないが、足跡が慕壇北

東方向にやや離れた笛所で確認されていることから、








